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＜連絡事項＞
・面会制限、全面解除となりましたので周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞
・船場　幸子様～スタッフ付き添にて、鹿内眼科受診している。一般的に左右で物の見え方は違って当たり前だが、斜視があるため他の人より物の見え方がずれてしまう事指摘されている。
[bookmark: _GoBack]斜視自体を直すことはできるが、いつから進行したのか不明確であり県内では治療できない（岩手医大で可）。物を見ていると疲れるとの訴えからシアノコバラミン点眼液2本処方となる。今後について検討した上で2・3週間後に再受診となる。

・山下　幸子様～PSW付き添いにて、GHミライフル見学している。

・船田　泰子様～有料「すみれーな」訪問調査実施している。

・淵沢　和子様～両股関節X-P実施している。

＜要注目患者様＞	
・淵沢　和子様～食事は介助にて全量摂取、疼痛自制内で経過。

・中居　敬悦様～呼吸苦や咳嗽目立たず、酸素飽和度の低下もない。

・赤石　陽介様～身体不調の訴えないが、不満言動あり。食事は摂取出来ている。

＜金Dr診察情報＞	
・処方、指示変更なし。

＜馬渡Dr診察情報＞
・外舘　壽子様～レカネマブは本人「やりたくない」と話されている。処方変更なし。
